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キシレン 
（o-, m-, p- キシレンおよびその混合物）

C6H4（CH3）2
生殖毒性　第 3群

ヒトの症例や疫学研究で，キシレンの生殖毒性を明確
に示した報告はない．動物実験による研究では，催奇形
性，次世代影響が報告されている．

マウスを妊娠 6-15 日の間 o-キシレン 115 ppm に 4 時
間× 3 回 / 日反復曝露した実験では，偽曝露群に比して
胎仔の体重増加抑制と化骨遅延を認めた．同様の所見は
m- 体および p- 体でも観察された 1）．

Rosen ら 2）は，ラットの妊娠 7-16 日の間 p-キシレ
ン 3,500, 7,000 mg/m3（805, 1,610 ppm）に曝露したと
ころ，7,000 mg/m3 群で母動物の体重増加抑制を認めた
が，生後 1 日および 3 日における児数および児の体重に
は有意な変化はなかった．Ungváry ら 3）は，ラットの
妊娠 7-14 日の間，各種異性体のキシレン（o-キシレン，
m-キシレン，p-キシレン）150, 1,500, 3,000 mg/m3（35, 
350, 700 ppm）に曝露したところ，各種異性体ともに
有意な胎盤重量の低下および胎児の体重減少が見られ，
p-キシレンの 3,000 mg/m3 群で着床後胚損失率の有意な
増加を認めた．m-キシレン，p-キシレンの 3,000 mg/m3

群においては過剰肋骨を有する胎児の出現頻度の増加が
認められた．

Saillenfait ら 4） は，ラットの妊娠 6-20 日の間，o-
キシレン，m-キシレン，p-キシレン，100, 500, 1,000, 
2,000 ppm に 6 時間 / 日反復曝露した実験においては，
各種キシレンおよび全ての曝露群において催奇形性は認
められなかった．1,000 ppm 以上の群で各種キシレンに
有意な母体重の低下にともなう胎児の低体重を認めた．
o-キシレンにおいては有意な母体重の低下の見られない
500 ppm の群において胎児の有意な低体重を認めた．

以上のように，ヒトでの明確な報告はなく，動物実験
においては低体重等の変化は見られたものの第 2 群と判
断できる程明確な証拠ではない．したがってキシレンを
第 3 群に分類する．

許容濃度
日本産業衛生学会（2001 年）：50 ppm（217 mg/m3）
ACGIH（1996 年）：100 ppm（434 mg/m3）
DFG：100 ppm（440 mg/m3）
NIOSH：100 ppm（435 mg/m3）
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